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民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て

　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹

ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
平
素
よ
り
、
龍
郷
町
政
の
推
進
と
町

議
会
の
活
動
に
多
大
な
ご
協
力
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
大
分
市
佐
賀
関
に
お
い
て
、

大
規
模
市
街
地
火
災
が
あ
り
、
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

皆
様
へ
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
く
安
ら
か
な

日
常
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
及
び

昨
年
末
よ
り
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
は
、
流
行
を

繰
り
返
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
感
染
防
止
に
留
意
し
な

が
ら
、
社
会
経
済
活
動
の
正
常
化
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
海
外
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
長

期
化
す
る
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
や
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル

紛
争
に
お
け
る
中
東
で
の
軍
事
衝
突
の

緊
迫
化
は
、
世
界
経
済
に
も
大
き
な
影

響
を
与
え
て
お
り
、
一
日
も
早
い
解
決

と
平
和
な
世
界
が
訪
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　
一
方
、
本
町
に
お
け
る
昨
年
の
明
る

い
話
題
と
し
て
は
、
龍
郷
野
球
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
の
大
島
地
区
大
会
で
の
優
勝

や
県
下
学
童
選
抜
軟
式
野
球
秋
季
大
会

で
の
準
優
勝
、Ｆ
Ｃ
龍
郷
の
大
島
地
区

大
会
で
の
優
勝
や
県
ち
び
っ
子
サ
ッ

カ
ー
選
手
権
で
の
ベ
ス
ト
８
、
九
州
中

学
相
撲
大
会
個
人
戦
で
有
川
碧
空
君

（
龍
南
中
二
年
）
が
第
３
位
、
全
国
高

校
総
体
カ
ヌ
ー
競
技
へ
音
野
孔
希
君

（
赤
徳
中
卒
）、
東
田
侑
大
君
（
龍
南
中

卒
）
が
出
場
、
九
州
高
校
相
撲
新
人
大

会
個
人
無
差
別
級
で
有
川
空
雅
君
が
準

優
勝
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
相
撲
競
技

少
年
個
人
の
部
で
俵
幸
平
君
（
龍
南
中

卒
）
が
第
３
位
と
な
る
成
績
を
残
し
、

町
を
代
表
し
て
、
素
晴
ら
し
い
成
績
を

納
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
今
年
３
月
に
は
、
西
郷

菊
次
郎
翁
と
の
ゆ
か
り
の
深
い
ま
ち
で

あ
る
鹿
児
島
県
さ
つ
ま
町
が
町
制
施
行

20
周
年
を
迎
え
ま
す
。
式
典
の
前
日
に

は
、
本
町
の
菊
次
郎
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
メ

ン
バ
ー
が
公
演
し
花
を
添
え
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
地
域
振
興
や

人
材
育
成
に
向
け
、
さ
つ
ま
町
の
ほ
か
、

M
O
U
を
締
結
し
た
台
湾
の
宣
蘭
市
、

熊
本
県
菊
池
市
と
強
固
な
協
力
体
制
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
今
年
は
午
年
で
す
。
午
年
は
、
馬
の

よ
う
に
力
強
く
、
行
動
力
に
あ
ふ
れ
る

年
と
さ
れ
、
前
進
、
躍
動
、
成
功
の
象

徴
と
さ
れ
、
努
力
が
実
を
結
び
や
す
く
、

物
事
が
順
調
に
進
む
年
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
昨
年
、
町
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
ま

し
た
が
、さ
ら
に
本
町
が
持
続
的
発
展

し
て
い
く
た
め
に
、先
人
の
方
々
が
築
い

て
き
た
歴
史
を
伝
承
し
な
が
ら
、
本
町

が
持
続
可
能
で
自
立
し
た
地
域
社
会
を

創
る
た
め
に
前
進
し
、
躍
動
し
続
け
な

が
ら
、
今
ま
で
以
上
に
町
執
行
部
と
と

も
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
町
議
会
も
、
10
名
の
議
員
が
、
決

意
を
新
た
に
し
、
町
当
局
と
互
い
に
協

力
し
合
い
、
町
政
発
展
に
全
力
投
球
す

る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
龍
郷
町
議
会

に
対
し
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
格
段
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
ま
た
、
本
年
が
町
民
の

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
、
幸
多

き
、
明
る
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念

し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
元
旦

龍
郷
町

　
議
会
議
長

町
　
　
　
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

　
　
　
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
た
、
か
ね
て
よ
り
、
本
町
行
政
の

推
進
に
各
方
面
か
ら
多
大
な
る
お
力
添

え
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か

ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
町

民
の
皆
様
方
か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
と

心
温
ま
る
ご
厚
情
を
賜
り
、
引
き
続
き

３
期
目
の
町
政
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
方

か
ら
の
期
待
に
応
え
て
い
く
た
め
に

も
、
今
後
と
も
町
民
の
声
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
与
え
ら
れ
た
職
務
と
公

約
の
推
進
に
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

４
月
に
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ
れ
、

世
界
に
向
け
て
日
本
の
魅
力
や
先
進
的

な
技
術
、
文
化
が
発
信
さ
れ
る
な
ど
、

我
が
国
に
と
っ
て
大
き
な
節
目
の
一
年

と
な
り
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
世
界

自
然
遺
産
５
地
域
の
連
携
共
同
イ
ベ
ン

ト
等
を
通
じ
て
、
そ
の
魅
力
や
自
然
保

護
の
取
組
み
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
10
月
に
は
新
た
に
高
市
早

苗
氏
が
第
１
０
４
代
内
閣
総
理
大
臣
に

選
出
さ
れ
、
日
本
の
憲
政
史
上
初
の
女

性
首
相
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
歴
史

的
な
出
来
事
は
「
ガ
ラ
ス
の
天
井
」
を

破
っ
た
と
評
さ
れ
、
日
本
の
女
性
の
社

会
進
出
や
政
治
参
画
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
と
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
の
動
き
の
中
、
本

町
に
お
き
ま
し
て
は
、
２
月
に
町
制
施

行
50
周
年
記
念
事
業
を
開
催
し
、
前
夜

祭
・
式
典
・
祝
賀
会
に
お
い
て
多
く
の

町
民
と
共
に
町
制
施
行
50
周
年
を
祝
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
は
子
供
た
ち
の
活
躍
が

光
り
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
競
技
別
交
歓
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
に
、
戸
口
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
出

場
し
、
４
戦
全
勝
の
活
躍
を
見
せ
ま
し

た
。
サ
ッ
カ
ー
に
お
き
ま
し
て
も
、
鹿

児
島
で
開
催
さ
れ
た
Ｕ
―
11
サ
ッ
カ
ー

大
会
「
ユ
ナ
カ
ッ
プ
」
に
お
い
て
Ｆ
Ｃ
龍

郷
が
見
事
に
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
行
事
や
交
流
の
場
が
再

び
活
気
を
取
り
戻
し
、
八
月
踊
り
な
ど

世
代
を
超
え
た
つ
な
が
り
が
深
ま
る
と

共
に
、「
教
育
民
泊
」
等
を
通
し
て
地

域
の
魅
力
を
内
外
に
発
信
す
る
機
会
に

も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
町
民

一
人
ひ
と
り
の
努
力
と
「
結
い
の
心
」

に
よ
っ
て
築
か
れ
た
、
大
き
な
成
果
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
町
長
就
任
当
初
か
ら
、
町
民

の
皆
様
に
お
約
束
し
た
、「
目
配
り
、

気
配
り
、
心
配
り
」
を
基
本
と
し
て
、

町
民
の
皆
様
と
の
対
話
・
協
働
・
共
同

参
画
に
よ
る
公
平
・
公
正
な
町
政
運
営

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
信

念
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
、「
町
民
と
共
に
　
町

民
の
た
め
の
町
政
」
を
更
に
進
め
「
若

者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
笑
顔
が
輝
く
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
も
、
町
民
の
声
が
し
っ
か
り
反

映
さ
れ
る
町
政
運
営
を
進
め
な
が
ら

「
歴
史
と
文
化
で
創
る
活
力
と
幸
せ
が

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
旗
印
に
、

先
人
が
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
を
つ
む

ぎ
、
未
来
へ
織
り
な
す
「
共
創
の
ま
ち

た
つ
ご
う
」
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
年
は
「
午
年
」
で
す
。

午
は
成
長
や
成
功
・
繁
栄
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
縁
起
が
よ
い
も
の
と
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
今
年
一
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
健
康
で
幸
多
き
飛
躍
の
年
と
な

り
ま
す
様
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
元
旦

龍
郷
町
長

明
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、
躍
動
し
続
け
な

が
ら
、
今
ま
で
以
上
に
町
執
行
部
と
と

も
に
努
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
本
町
議
会
も
、
10
名
の
議
員
が
、
決

意
を
新
た
に
し
、
町
当
局
と
互
い
に
協

力
し
合
い
、
町
政
発
展
に
全
力
投
球
す

る
覚
悟
で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
な
り
ま
す
が
、
龍
郷
町
議
会

に
対
し
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
格
段
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
ま
た
、
本
年
が
町
民
の

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
健
康
で
、
幸
多

き
、
明
る
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念

し
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
元
旦

龍
郷
町

　
議
会
議
長

町
　
　
　
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

　
　
　
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
た
、
か
ね
て
よ
り
、
本
町
行
政
の

推
進
に
各
方
面
か
ら
多
大
な
る
お
力
添

え
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、
心
か

ら
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
先
の
町
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、
町

民
の
皆
様
方
か
ら
の
力
強
い
ご
支
援
と

心
温
ま
る
ご
厚
情
を
賜
り
、
引
き
続
き

３
期
目
の
町
政
の
重
責
を
担
わ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
皆
様
方

か
ら
の
期
待
に
応
え
て
い
く
た
め
に

も
、
今
後
と
も
町
民
の
声
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
与
え
ら
れ
た
職
務
と
公

約
の
推
進
に
誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

４
月
に
大
阪
・
関
西
万
博
が
開
催
さ
れ
、

世
界
に
向
け
て
日
本
の
魅
力
や
先
進
的

な
技
術
、
文
化
が
発
信
さ
れ
る
な
ど
、

我
が
国
に
と
っ
て
大
き
な
節
目
の
一
年

と
な
り
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
世
界

自
然
遺
産
５
地
域
の
連
携
共
同
イ
ベ
ン

ト
等
を
通
じ
て
、
そ
の
魅
力
や
自
然
保

護
の
取
組
み
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
ま
た
、
10
月
に
は
新
た
に
高
市
早

苗
氏
が
第
１
０
４
代
内
閣
総
理
大
臣
に

選
出
さ
れ
、
日
本
の
憲
政
史
上
初
の
女

性
首
相
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
歴
史

的
な
出
来
事
は
「
ガ
ラ
ス
の
天
井
」
を

破
っ
た
と
評
さ
れ
、
日
本
の
女
性
の
社

会
進
出
や
政
治
参
画
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
こ
と
と
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
の
動
き
の
中
、
本

町
に
お
き
ま
し
て
は
、
２
月
に
町
制
施

行
50
周
年
記
念
事
業
を
開
催
し
、
前
夜

祭
・
式
典
・
祝
賀
会
に
お
い
て
多
く
の

町
民
と
共
に
町
制
施
行
50
周
年
を
祝
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
は
子
供
た
ち
の
活
躍
が

光
り
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
競
技
別
交
歓
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

競
技
に
、
戸
口
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
出

場
し
、
４
戦
全
勝
の
活
躍
を
見
せ
ま
し

た
。
サ
ッ
カ
ー
に
お
き
ま
し
て
も
、
鹿

児
島
で
開
催
さ
れ
た
Ｕ
―
11
サ
ッ
カ
ー

大
会
「
ユ
ナ
カ
ッ
プ
」
に
お
い
て
Ｆ
Ｃ
龍

郷
が
見
事
に
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
行
事
や
交
流
の
場
が
再

び
活
気
を
取
り
戻
し
、
八
月
踊
り
な
ど

世
代
を
超
え
た
つ
な
が
り
が
深
ま
る
と

共
に
、「
教
育
民
泊
」
等
を
通
し
て
地

域
の
魅
力
を
内
外
に
発
信
す
る
機
会
に

も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
町
民

一
人
ひ
と
り
の
努
力
と
「
結
い
の
心
」

に
よ
っ
て
築
か
れ
た
、
大
き
な
成
果
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
町
長
就
任
当
初
か
ら
、
町
民

の
皆
様
に
お
約
束
し
た
、「
目
配
り
、

気
配
り
、
心
配
り
」
を
基
本
と
し
て
、

町
民
の
皆
様
と
の
対
話
・
協
働
・
共
同

参
画
に
よ
る
公
平
・
公
正
な
町
政
運
営

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
信

念
は
こ
れ
か
ら
も
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
。
引
き
続
き
、「
町
民
と
共
に
　
町

民
の
た
め
の
町
政
」
を
更
に
進
め
「
若

者
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
笑
顔
が
輝
く
元

気
な
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
ま
い

る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
年
も
、
町
民
の
声
が
し
っ
か
り
反

映
さ
れ
る
町
政
運
営
を
進
め
な
が
ら

「
歴
史
と
文
化
で
創
る
活
力
と
幸
せ
が

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
旗
印
に
、

先
人
が
積
み
重
ね
て
き
た
歴
史
を
つ
む

ぎ
、
未
来
へ
織
り
な
す
「
共
創
の
ま
ち

た
つ
ご
う
」
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　
結
び
に
、
今
年
は
「
午
年
」
で
す
。

午
は
成
長
や
成
功
・
繁
栄
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
、
縁
起
が
よ
い
も
の
と
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

　
今
年
一
年
が
町
民
の
皆
様
に
と
り
ま

し
て
、
健
康
で
幸
多
き
飛
躍
の
年
と
な

り
ま
す
様
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
元
旦

龍
郷
町
長

明



11月

23日

龍郷町消防団・消防分署連携
合同訓練

  龍郷町消防団第１分団（秋名班、嘉渡班、円班、

安木屋場班）を対象に消防団、 消防分署連携合

同訓練を行いました。 本訓練は火災を想定した

実際の現場活動の訓練になります。

11月

26日

第62 回 奄美群島地区植樹祭
龍郷町で開催

11月

27日

第11 回 北大島ブロック
スポーツ大会

  奄美群島12市町村や森林関係団体などの参

加のもと、 第62回奄美群島地区植樹祭が龍

郷町において開催されました。 同植樹祭は、 森

林の保全と地域林業の振興を図るために隔年、

12市町村持ち回りで開催されているもので、

当日は各種褒賞授与やスローガン採択、 町有地

におけるシャリンバイ約210本の植樹などが行

われました。 褒賞授与を受けられた町内の方は

以下の通りです。

【森林・林業功労者】 種苗部門：恵　豊和氏（瀬留）

鳥獣保護・狩猟部門 ：西田　重彦氏（秋名）

  11月21日に行われた臨時議会において承認さ

れ、 安木屋場集落在住の岡江敏幸氏が副町長に

就任しました。 任期は、 11月22日からの4年間

となります。 岡江氏は龍郷町役場にて地域整備課

長、 建設課長、 生活環境課長、 総務課長を歴任さ

れ、 令和5年に定年退職。 その後は再任用により

議会事務局において議会運営のサポートを務めて

こられました。岡江氏は就任あいさつにおいて、「行

政経験を生かし、 町長が掲げたマニフェストを補佐

役として前へ進めていきたい」と述べられました。

  前任の則敏光氏は、 2期8年の在任期間を終え、

任期満了に伴い退任となりました。

  第１１回北大島ブロックスポーツ大会が２７日

あやまる岬でありました。

  龍郷町老人クラブ代表として、 龍郷A ・ 手広

にこにこ会 ・ 安木屋場夕日 ・中勝チーム ・ 大勝

五ツ星の５チーム２５名が参加し、 団体で安木

屋場夕日が第３位、 個人では安木屋場夕日の阿

世知富美子さんが第３位に入賞しました。 おめ

でとうございます。今後も生き生き元気で気張っ

てください。

新副町長就任
11月

21日

TaTsugo Town Topics 

話題の龍郷町

4



老人クラブ前会長
表彰受賞

  12月7日、 第55回龍郷町ロードレース大会

が開催され、ファミリー 1kmの部、 2kmの部、

3kmの部に町内外から総勢323名の参加があ

り、 冬の龍郷路を駆けました。

  奄美信用組合竜郷支店前をスタートし、 瀬留

集落方面を折り返すコースで、 楽しみながら走

る方、タイムを狙う方などの笑顔や真剣な表情な

ど、 様々な表情が見られました。

  「第2回音楽と絵本の世界in鹿児島」が本町

りゅうがく館で開催されました。 このイベントは、

佐賀県を拠点に絵本の読み語りに音楽を融合さ

せた公演を行っているグループ「SORA」が主催

したもので、 当日は親子連れやお年寄りなど約

150人が来場し、 音楽と絵本の世界を楽しみま

した。

  この公演が本町において開催されたのは、 本

町の読み聞かせグループ「にじいろの花」を中心

となって結成させた元中央公民館長、 勝冶粂氏

が、 読書推進運動に貢献した団体 ・個人を表彰

する「野間読書推進賞」の表彰式に参加した際に、

SORAの関係者と知り合った縁によるもの。 公

演の中では、「にじいろの花」と大勝小学校PTA

合同の寸劇も行われ、 来場者を楽しませました。

戸口小学校
大臣賞受賞

  戸口小学校が令和４年度から取り組んできた

「命を守る行動が取れる子どもの育成」をテーマ

とした防災教育が、 文部科学省学校保健安全表

彰において大臣賞を受賞しました。 同小は、 令

和４年度からの2か年、 文部科学省学校安全総

合支援事業「防災教育」モデル拠点校として、 保

護者への児童引き渡し訓練や予告なしの避難訓

練などに取り組み、 事業期間終了後も継続して

防災教育を行っています。 また、 児童による校

内安全点検なども行い、 命を守る行動や危険を

予測する能力の向上を図ってきました。

第 2 回 音楽と絵本の世界
in 鹿児島  開催

12月

6 日

第 55 回 龍郷町ロードレース大会
開催

12月

7 日

  龍郷町老人クラブ連合会前会長、 平義隆氏が、

老人クラブ活動の推進とその育成発展に尽力し、

老人福祉の向上に貢献した功績を称えられ、 全

国老人クラブ連合会から表彰を受けました。 平

氏は、 平成28年度から令和4年度までの7年

間、 会長を務められ、 現在は別府義廣氏が会長

職を引き継がれています。

広報　　　　 　2026. 15



令
和
7
年
11
月
16
日（
日
）、
町
制
施
行
50
周

年
記
念
第
60
回
龍
郷
町
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ

れ
、
各
校
区
を
代
表
し
た
13
チ
ー
ム
が
出
場
し
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。
当
日
は
11
月
後
半
に
し
て
は

暑
い
中
で
の
駅
伝
と
な
り
ま
し
た
が
、
無
事
全
選

手
が
走
り
切
り
タ
ス
キ
を
繋
ぎ
ま
し
た
。

レ
ー
ス
は
、
山
田
亜
蓮
選
手
の
区
間
新
記
録
の

活
躍
な
ど
も
あ
り
、
8
区
ま
で
大
勝
A
が
首
位
に

立
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ラ
ス
ト
3
区
間
、
3
連
続

区
間
賞
の
走
り
を
見
せ
た
赤
徳
A
が
大
勝
A
を
突

き
放
し
、
見
事
6
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
赤
徳

A
は
全
11
区
間
中
6
区
間
で
区
間
賞
を
獲
得
し
ま

し
た
。

そ
の
他
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

そ
の
他
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

B クラス

龍　瀬龍　瀬
躍進賞

赤徳 C
戸口 B

第 2位
第 3位

大勝 B優 勝

大勝 A
龍　瀬

第 2位
第 3位

赤徳 A

脅
威
の
６
連
覇
！

優 勝

総合成績

50
周

回
龍
郷
町
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ

チ
ー
ム
が
出
場
し
健

月
後
半
に
し
て
は

暑
い
中
で
の
駅
伝
と
な
り
ま
し
た
が
、
無
事
全
選

レ
ー
ス
は
、
山
田
亜
蓮
選
手
の
区
間
新
記
録
の

活
躍
な
ど
も
あ
り
、
8
区
ま
で
大
勝
A
が
首
位
に

立
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ラ
ス
ト
3
区
間
、
3
連
続

区
間
賞
の
走
り
を
見
せ
た
赤
徳
A
が
大
勝
A
を
突

き
放
し
、
見
事
6
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。
赤
徳

区
間
中
6
区
間
で
区
間
賞
を
獲
得
し
ま

区間賞
区間賞 名  前 校 区 記  録 距 離 備 考
第１区 白畑　幹太 赤徳A 09分03秒 2.8km
第２区 赤徳A東　瑚子 04分06秒 1.1km
第３区 備　聖南 大勝A 06分26秒 1.8km
第４区 大勝A中村　明 13分06秒 3.8km
第５区 赤徳A鈴木　唯央 09分54秒 2.5km
第６区 大勝A松浦　能久 10分33秒 2.7km
第７区 区間新大勝A山田　亜蓮 11分58秒 3.6km
第８区 大勝A安田　陽葵 05分55秒 1.6km
第９区 赤徳A岩崎　純 18分12秒 5.2km
第10区 赤徳A蘇　梅清 18分49秒 5.6km
第11区 赤徳A蘇　光陽 13分48秒 3.9km

6



地
域
で
の
あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
を

心
が
け
、
高
齢
者
や
家
族
介
護

者
の
言
動
、
暮
ら
し
の
様
子
な

ど
か
ら
虐
待
に
つ
な
が
る
小
さ
な

サ
イ
ン
に
気
づ
き
ま
し
ょ
う
。
高

齢
者
や
介
護
を
し
て
い
る
人
が
孤

立
し
な
い
よ
う
に
、
地
域
の
み
な

さ
ん
で
温
か
く
見
守
り
、
支
え
合

い
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
地
域

を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

小さなサインに
気づきましょう！

いつでも、お気軽にご相談ください !

た つ ご う

健康づくり
通信

vol.7

問  役場 保健福祉課
 ☎ 0997-69-4514

高齢者虐待とは？

今月のテーマ

気
づ
い
て
！
知
っ
て
み
ん
な
で

防
ご
う
！
高
齢
者
虐
待

県
内
で
は
高
齢
者
へ
の
虐

待
に
関
す
る
相
談
や
通
報
の

件
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
虐
待
の
事
例
は
毎

年
発
生
し
て
お
り
、
高
齢
者

虐
待
は
わ
た
し
た
ち
の
身
近

な
問
題
で
す
。

「
介
護
で
困
っ
て
い
る
・
・
」

「
虐
待
を
受
け
て
い
る
の
だ

け
ど
・
・
・
」
「
虐
待
か
も
し

れ
な
い
？
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ー
)
ま

で
ご
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絡
く
だ
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い
。

今月の担当：
地域包括支援センター

貴島

殴る、 蹴る、 つねる、 意思に反して身体を拘束するなど。

怒鳴りつける、 ののしる、 意図的に無視する、 精神的に

苦痛を与えることなど。

日常生活に必要な金銭を渡さない、 使わせない。

年金や預貯金を本人の意思 ・利益に反して使用するなど。

本人の嫌がる性的な行為やその強要など。

十分な水分や食事を与えない、 おむつなどを放置する、

劣悪な状態や環境の中に放置することなど。

身体的虐待

心理的虐待

経済的虐待

性的虐待

介護・世話の放棄、放任

地域包括支援センターでは、 高齢者や高齢者を介護して

いるご家族の相談も受け付けています。 介護に関する

様々な悩み、 困りごと等がありましたらご相談ください。

役場保健福祉課 地域包括支援センター

☎  0997-69-4516（直通）

!県
内
で
高
齢
者
虐
待

の
相
談
件
数
は
増
加

傾
向
に
あ
り
、
身
近

な
問
題
で
す
。
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令和８年度
龍郷町奨学資金奨学生の募集について 問  教育委員会 ☎ 0997-69-4532

龍郷町奨学金制度は、 他の奨学制度を利用する方も併用可能です。

また、 令和８年度の新規貸付は４月中旬～下旬を予定しております。

● 奨学金

本町に引き続き３年以上居住し、 生活の本拠を有

する者の子で、 学業及び人物がすぐれているにも

かかわらず、 経済的理由により修学することが困

難と認められる者。

● 奨学生の決定

奨学生選考委員会で、 奨学生とその奨学金額を決

定します。

● 対象者

高等学校、 高等専門学校又は大学（短期大学を含

む）及び大学院に進学又は在学する者。

● 返還方法

学校を卒業した日から６か月経過した日の属する

月の翌月からその金額を年賦、 半年賦又は月賦で

返還しなければならない。

● 貸付月額

● 高等学校、 高等専門学校１、 ２、 ３年に 

　在学する者 ：月額30,000円 

● 高等専門学校４、 ５年、 短期大学、 大学及び 

　大学院に在学する者 ：月額60,000円

● 申込方法 ・ 申込期間

申込書類を龍郷町教育委員会事務局に準備してあ

りますので、 必要書類を揃えて令和８年１月９日

（金）～令和８年２月１０日（火）までに提出してく

ださい。

福岡出入国在留管理局鹿児島出張所 名瀬審査事務室
令和８年 開庁予定日のお知らせ 問  役場 町民税務課 ☎ 0997-69-4519

令和８年も名瀬審査事務室の開庁を予定しています。 日程については下記QRコードよりご確認ください。

各種申請等は在留期限日を過ぎないように、 申請には余裕をもっておこしください。

（※更新申請は、 在留期限の満了するおおむね３か月前から可能です。）

所在地 ： 奄美市名瀬長浜１－１ 名瀬地方合同庁舎4階

照会先 ： 福岡出入国在留管理局鹿児島出張所

  ☎099-222-5658 （9：00～ 17：00土日祝を除く）

統合中学校名は「龍郷中学校」に決定 問  教育委員会 ☎ 0997-69-4532

  令和９年４月１日に統合する中学校名案については、 申込書の全戸配布、 防災無線、 町ホームページ、 町

公式LINE等で周知し町内に住所を有する方を対象に８月１３日～９月２６日の期間に募集を行いました。

  合計９９件の応募があり、 校名案と校名案をつけた理由を審査の対象とし、 １０月１日に行われた総務部会

で「龍徳」、「龍郷」、「龍桜」が案として中学校統合準備委員会に報告されました。

  １０月２１日の中学校統合準備委員会で慎重に審議した結果、 校名

案を統合準備委員会の総意として『龍郷中学校』を選定しました。

  また、 １２月議会で条例改正案が審議 ・可決され、 正式に『龍郷中学

校』と決定しました。

  校名案をつけた思いや理由を読むと、 龍郷町の生徒達に希望と願い

を込められた内容が多く、すべて素晴らしい校名案でした。

  応募された皆様、ありがとうございました。

詳しくは
町ホームページを
ご確認ください

8



奄美群島の産業振興を図るため、 融資・保証業務により事業者の方々への円滑な資金共有に努めています。

●  農 ・ 林業振興資金／設備資金 

果樹植栽 ・育成、 農地 ・樹園地取得、 畜舎 ・堆肥舎建設、 

園芸栽培施設、 農産物集出荷 ・処理加工施設、 肉用牛 ・豚導入、 

耕うん機 ・農業用機械器具等購入、 農産物等貯蔵保管施設、 木材生産加工施設等

● 水産業振興資金／設備資金

漁船取得、 改造、 装備購入、 養殖施設整備、 共同利用施設等

●  観光関連産業振興資金／設備 ・運転資金

民宿、ホテル、 遊漁船、ダイビング、 観光ガイド、 土産品製造等

●  流通 ・ 加工業等振興資金／設備 ・運転資金 

一次産業従事者の運転資金、 農林水産物等の流通加工業等

● 地域資源等振興資金／設備 ・運転資金 

大島紬、 黒糖焼酎等の特産品並びに地域の資源 ・技術等を活用した

商品の製造 ・販売業

●  地域活性化 ・ 雇用促進資金／設備 ・運転資金 

情報通信産業、 企業立地、 雇用の即人等地域活性化に資する事業

独立行政法人
奄美群島振興開発基金

ホームページ

てんかん当事者・ご家族・支援者交流会（波の会 in 奄美）のご案内

奄美群島振興開発基金を利用しませんか 問 独立行政法人奄美群島振興開発基金本部
 ☎ 0997-52-4511

てんかんは、 医療 ・福祉 ・教育 ・生活等と複雑な問題で悩むことがあります。

治療のこと、 通園 ・通学のこと、 就職のこと、 生活のことなど、

てんかん当事者や家族でなければ経験しない苦労があります。

よそでは話せない体験談を一緒に話しませんか。

●  日　　　　　　時 令和8年1月18日（日）　14 ： 00～ 16 ： 00　（開場13 ： 30）

●  場　　　　　　所 大島支庁 ４階 大会議室 

●内　　　　　　容 ● 当事者発表　「一歩踏みだす勇気」　鹿児島県支部　　堀之内和輝さん

● 交流会、 相談会

● 参　集　方　法  対面またはＺＯＯＭ

● 参　　加　　費  無料

● 申し込み方法  右記QRコードもしくは、事務局へ電話

● 問  合  せ  先  ☎070-4700-2512 （着信後、18時以降にご連絡します）

nami-kagoshima@ab.auone-net.jp

● ス　タ　ッ　フ  （公社）日本てんかん協会鹿児島県支部

応募フォーム

融 資 制 度

当事者発表　「一歩踏みだす勇気」　鹿児島県支部　　堀之内和輝さん
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蜜蜂の飼育者(趣味飼育者、 飼育予定者も含む)は、 養蜂振興法により、

毎年1月31日までに蜜蜂飼育届を大島支庁農政普及課に

提出(農林水産省令で定める場合を除く)してください。 (手数料はかかりません。 )

  令和８年２月８日（日）に（一社）アスリートネット

ワーク主催の「つなGO奄美大島」スポーツ教室を大

島５市町村で同日に開催します。

  本町におきましては「中学生」を対象にした野球教

室を、ホークスジュニアアカデミーの嘉弥真新也コー

チ ・東方伸友コーチの２名をお招きし開催します。

参加費は無料で、 募集は各中学校野球部より行いま

す。 見学参加も可能です。

  主催者と各市町村教育委員会において最終調整中

ですが、 詳細が決まりましたら町HPへ掲載します。

「つなGO奄美大島」スポーツ教室開催 問 教育委員会 ☎ 0997-69-4532

飼育届に記載された内容は、 適正な蜂群配置調整、 防疫等のために利用することがありますので、

あらかじめご理解とご協力をお願いします。

蜜蜂の飼育を行う方へ 問 役場 農林水産課 ☎ 0997-69-4524
問 大島支庁農政普及課 糖業畜産係 ☎ 0997- 57-7333

〈 提出が必要な書類 〉 ①蜜蜂飼育届 

②蜜蜂飼育変更届(飼育届に変更があった場合に限る)

● 注意事項【重要】

(1)飼育届は、 毎年提出が必要です。

(2)飼育届は飼育許可ではありません。

(3)届出を行った後でも、 蜜源に対して蜂群が著しく過剰となる場合や

　　　既存の飼育者と蜂群が隣接する場合は、 設置場所の再検討や蜂群

　　　の減が必要となる場合があります。

(4) トラブルを未然に防ぐ為、 事前に、 飼育場所の近隣住民の理解を

　　　得るようお願いします。

1 0
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▲

11月度「住もうディ！」問合せ状況

移住・住まい探しについての相談 空き家の活用・解体についての相談合計4 件合計20件

空き家と移住のご相談はこちら ☎090-7760-9491
営業
時間

平日（10：00 ～16：00）龍郷町幾里423 あらば食堂隣
※土日祝日は完全予約制です。

※スタッフ不在の場合もあるため、事前に予約や電話でのお問合せをお勧めします。

空き家と移住のご相談はこちら ☎090-7760-9491
平日 5日営業に
なりました！

ホームページ Instagram

「奄美大島ワーケーション
 モニターツアー」を実施

「JALふるさとむすび」の
参加ファミリーと鶏飯づくり

 11月18日、奄美大島ワーケーションのモニター

ツアーに参加する4企業が東京・福岡から来島しまし

た。龍郷町⇒大和村⇒奄美市を3泊4日で巡るツアー

 11月4日、「JALふるさとむすび」のプログラム

に参加している東京都在住のファミリーと、すぐ

できる鶏飯の作り方を嘉渡集落の中江区長に教え

連載　vol.27令和6年4月着任
谷 亜矢子

髪をバッサリ切って
むる楽になりました！

大阪府出身・円集落在住

移住定住カウンセラー

令和5年4月着任
竹内 ひとみ

埼玉県出身・円集落在住

地域おこし協力隊

万事"ウマ"くいきます
ように！令和８年も
よろしくお願い致します。

で、初日を担当する龍郷町は、奄美自然観察の森と芦徳公民

館での八月踊り体験へ案内しました。ほとんどの参加者が初

来島で八月踊りも初めてでしたが、芦徳集落の皆様に上手に

リードされ六調が終わった後も、もっと踊りたいという声が

上がるほど楽しんでいました。サプライズ登場したタッピィ

も軽快なステップを披露して最高に盛り上がりました。ご協

力頂いた芦徳集落の皆様本当にありがっさまりょうた！お陰

様で感動の八月踊り体験になりました。

て頂きました。すぐできる秘密は市販の鶏がらスープの素を使

うこと。具にする鶏むね肉のゆで汁と干ししいたけの戻し汁を

味をみながら加え、あっという間にスープのできあがり！離乳

食を食べ始めた赤ちゃんも美味しそうに食べていました。家で

手軽に作れる鶏飯最高です！中江区長とアシスタントの洋子

ネェありがっさまりょうた！

「JALふるさとむすび」とは？
龍郷町への移住 ・ 2拠点居住を検討中の方に、 町内の宿泊施設に2週間以上滞在

することなどを条件に、 奄美空港までの往復分JALマイルを付与するプログラム
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問い合わせ先 生涯学習センター りゅうがく館 事務室 ☎ 0997- 62- 3110

令和 8年1 月号

・『Ｉ』                   （道尾 秀介／集英社）
・『ホルモンをととのえる本　いつでも調子が
　いいカラダになる！』

（ダヴィニア　テイラー／ CEメディアハウス）
・『交通トラブル六法　「知らなかった」では
　済まされない道路の新常識』 

（藤吉 修崇／ KADOKAWA）
・『あーあ。織守きょうや自業自得短編集』

（織守 きょうや／光文社）
・『昭和界隈  写真でタイムトラベル』

（朝日新聞出版／朝日新聞出版）
・『「面白い！」を見つける　
　物事の見え方が変わる発想法』

（林 雄司／筑摩書房）
・『ケンミンぼうやに教わるライスペーパー
　レシピ』 （ケンミン食品株式会社／世界文化社）
・『やりなおし世界文学』 （津村 記久子／新潮社）
・『まるっと一年！四季をたのしむ紙コップ工作』

（ももGX／工学社）
・『旅のある暮らし』 （えむでい／実業之日本社）
・『季節を楽しむ かわいいフェルトのマスコット』

（まつぼっくり。／日本ヴォーグ社）
他

●  一般書  ● ●  児童書  ●
・『んのえほん』 （たかはし みどり／デコ）
・『どうぶつえんのクリスマス』

（アイクホールド リサ／ほるぷ出版）
・『さかなをたべたあとのほね』

（加藤 休ミ／福音館書店）
・『うちのクラスに天才子役』

（吉野 万理子／静山社）
・『10才からの続ける力　なりたい自分になる
　方法』 （吉井 雅之／永岡書店）
・『くいしんぼゴリラのうた』

（阿部 直美／ひかりのくに）
・『みえないおしごと』 （とくなが けい／中央公論新社）
・『くすのき学級の魔女』

（ふくだ たかひろ／講談社）
・『みんなが知りたい！ヘビのひみつ』

（橋元 浩一／メイツユニバーサルコンテンツ）
・『はらぺこえびすのおしょうがつ』

（はらぺこめがね／ほるぷ出版）
・『知れば知るほど好きになるからだのひみつ』

（中尾 篤典／高橋書店）
・『絵で見て楽しい！はじめての書道』

（松川 昌弘／すばる舎）
 他

ͷ͓͢͢Ίຊ݄ࠓ

足腰復活100年体操
巽 一郎／サンマーク出版

ひざ、股関節、腰、肩、体幹。

「動きの専門家」 である整形

外科医が、関節を痛めずに全

身を鍛える「たつみ式体操」

を初公開。 人生100年時代

を元気に生き抜く、頼もしい

１冊です。

開運えんぎもの図鑑
高野 紀子／あすなろ書房

縁起の良いモノや、食べ物、植物、

色、数、生き物が勢ぞろい。 全

２５０種の縁起ものを紹介！「縁

起のいい植物」、「一年のしあわ

せを祈る正月」、「赤はなぜめでたい」、「色いろいろ」 と

いった日本の伝統的な縁起物に関して解説しています。
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今月覚えた島言葉★

  みなさんこんにちは！地域おこし協力隊の川崎光緑（かわさ

仲良しのおばとお茶をしていた時のこと。

Tおば  ・・・ 「何かおいしいご飯食べに行きたいわね」

私  ・・・・・・・ 「中華食べたいなぁ」

Hおば  ・・・ 「あそこにおいしい中華あったじゃない、 名前なんだっけな、 食べに行きましょう」

Tおば  ・・・ 「がししょうろう！」

私  ・・・・・・・ 「がししょうろう？どんな意味なの？」

Hおば  ・・・ 「そうしましょ。 って意味よ！」

そうしましょうという意味。 丁寧なことば。

今月覚えた島ことば

12月号の答え合わせ！「うんとろまい」は「カマキリ」、「むっきゃる」は「ヤモリ」のことでした。

げます。

  島外の子どもたちや学生

が本町を訪れ、シマの暮らし

や文化にふれ、地域の方々と

笑顔で交流する姿を見るたび、

“人の魅力"が、この町を支え

る大きな力だと感じた一年で

した。 令和８年も、本町の魅

力を力に、もっと元気に！もっ

令和５年２月着任
神戸市出身・秋名集落在住

龍郷町地域おこし協力隊

かわさき みろく

川﨑 光緑

 23

➡ 教育民泊の役場担当職員の藤

原くんと一緒に、本年も沢山の島

外の生徒さんを受け入れました！

「がししょうろう」

作下愛子さん（赤尾木） が 12月に 100歳を迎え

られ、 龍郷町から賞状や敬老祝い金などが贈呈さ

れました。これからもどぅくさぁしもりんしょれよ～。

100　祝い
おめでとうございます

歳祝

作下 愛子 さん

と楽しく！地域のみなさんと、教育民泊を中心とした活

動を広げていきたいと思います。

  新しい年が、皆さまにとって健やかで穏やかな一年と

なりますよう、心よりお祈り申し上げます。

  令和８年もどうぞよろしくお願いいたします。

き みろく） です。 令和７年も、教育民泊をはじめとした地域おこし協力

隊の取り組みに温かいご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上
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kay me 株式会社 御一行様 アンバーグリスジャパン 御一行様

龍郷町マリン事業組合 御一行様勝冶 粂 様    重枝 一馬 様

ご来庁ありがとうございました

編
集
後
記

お
坊
さ
ん
が
年
末
に
各

家
庭
で
の
お
経
上
げ
や
仏

事
の
た
め
に
東
西
へ
「
走

り
回
る
」
ほ
ど
忙
し
い
月

だ
っ
た
こ
と
か
ら
由
来
す

る
「
師
走
」。
僕
も
お
坊
さ

ん
に
な
っ
た
気
分
で
今
年

の
広
報
紙
作
成
が
終
了
し

ま
し
た
。

広
報
紙
作
成
で
も
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
っ
て

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
が
起
こ
り
、

そ
の
ほ
か
に
も
業
務
が
重

な
り
、
濃
密
な
12
月
で
あ

り
ま
し
た
。

な
ん
と
か
作
り
あ
げ
た

１
月
号
、
ご
一
読
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
年
も
広
報
た
つ
ご
う

を
お
読
み
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
来
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
お
忙
し
い
中

と
は
思
い
ま
す
が
、
健
康

に
留
意
さ
れ
、
よ
い
年
末

年
始
を
お
過
ご
し
く
だ

さ
い
。

12
月
16
日

校
了

11 月 届 出

お誕生おめでとうございます

肥後　紡
つ き

生 父周平 母奈々 玉里

川畑 悠
ゆ の

乃 母青空 玉里

前島 壱
いち

父大和 母洋子 手広

柳　羅
ら い あ

生煌 父悠里 母遥 中戸口

伊勢　 尊
みこと

父太陽 母美沙季 安木屋場

香典返し

寄 付 者 故 人 寄 付 先

萩原 真佐代 萩原 安宏 社協

勵 喜雄光 勵 タヅ子
瀬留集落

瀬留老人クラブ
社協

村田 和樹 村田 和 社協

碩 サナエ 碩 龍弘
議会OB会
愛寿園

萩原　安宏 73 中勝

松井　ノブ子 88 赤尾木

惠上　嘉仁 74 瀬留

大野　テル子 92 中勝

田中　幸江 96 嘉渡（龍郷の里）

碩　龍弘 82 中勝

文岡　タツエ 87 浦（愛寿園）

勵　タヅ子 85 瀬留

村田　和 97 浦（愛寿園）

名越　アイ 95 浦（愛寿園）

藤原　頼若 85 中戸口

ご冥福をお祈りいたします
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●  こしゃまん（山芋でも代用可）

［250g（皮なし）］

● 砂糖［300ｇ］

●  かるかん粉 ［250g］ ●  水 ［100cc］

●  卵白 ［２個分］  ●  あんこ ［300g］

電
話
0997 -62 -3111  ＦＡ

Ｘ
0997-62-2535  

https://w
w
w
.tow
n.tatsugo.lg.jp  koho@

tow
n.tatsugo.lg.jp

【緊急事態】過去最多年の件数(147件)

アマミノクロウサギ交通事故発生件数（奄美大島内）
令和７年
11月末時点146 件
（令和6年1年間121件）

環境省奄美群島国立公園管理事務所（奄美野生生物保護センター）
☎0997-55-8620

奄美市と鹿児島県弁護士会が共同で開

催しており、 龍郷町民の方についても

無料で相談することができます。

奄美市役所  保健福祉部福祉政策課
つながる相談室

☎ 0997-52-1111
【受付時間】8：30 ～ 17：15

お問い合せ
・

予約

奄美法律相談センター

無料法律相談のご案内法

電話予約 （先着順）必須

1   乱切りしたこしゃまんを酢水(分
量外)につける。

2   こしゃまんと水100ccをミキサー
にかけ、 次に卵白も加えて混ぜる。

3   2をボールに移し、 砂糖を入れて
泡だて器で混ぜ、 次にかるかん粉

を数回に分けて混ぜ合わせる。

4   かるかん容器に油を薄く塗る。 (容器

がない場合はアルミカップ等でもOK)

5   かるかん容器にたねを半分ほど入
れ、 平らにしたあんこをのせ、さ

らに９分目までたねを入れる。

6   沸騰した蒸し器で25分蒸す。

レシピ提供者：龍郷町食生活改善推進員

材料

作り方

1｜木 元日

2｜金
3｜土 二十歳のつどい

4｜日 消防出初式

5｜月 ■楽らく体操（14：00）中勝
■楽らく体操（14：00）芦徳

6｜火
西郷南洲顕彰 新春書初め大会
■どぅくさ会（14：00）安木屋場 ■どぅくさ会（14：00）玉里
■どぅくさ会（14：00）上戸口■子育てサロン（9：30）龍瀬保育所「ひだまり」

7｜水 ■どぅくさ会（14：00）円

8｜木
小中学校始業式
■楽らく体操（9：30）龍郷 ■楽らく体操（14：00）秋名・幾里
■子育てサロン（9：30）龍瀬保育所「ひだまり」
■どぅくさ会（14：00）中勝
■どぅくさ会（14：00）中戸口

9｜金 ■楽らく体操（19：30）川内　
■でぃでぃクラブ（13：30）りゅうがく館

10｜土 ■どぅくさ会（20：00）芦徳

11｜日 西郷南洲祭奉納剣道大会

12｜月
■どぅくさ会（14：00）浦
■どぅくさ会（14：00）芦徳
■楽らく体操（14：00）中勝

13｜火
■どぅくさ会（14：00）川内
■どぅくさ会（14：00）嘉渡
■子育てサロン（9：30）龍瀬保育所「ひだまり」

14｜水 ■1歳児４歳児母子歯科相談（12：30）どぅくさぁや館

15｜木
■楽らく体操（9：30）龍郷 ■楽らく体操（14：00）秋名・幾里
■子育てサロン（9：30）龍瀬保育所「ひだまり」
■どぅくさ会（14：00）瀬留　
■どぅくさ会（14：00）中戸口
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龍郷町行事予定 2026年1月
※行事は変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

旧暦 11月15日

13：00～16：30法

 9：30～11：30法

を上回るペース。

16｜金
■男性料理教室（10：00）りゅうがく館
■よーりよーりサロン（10：30）どぅくさぁや館
■でぃでぃクラブ（13：30）りゅうがく館
■楽らく体操（19：30）川内

17｜土 ■どぅくさ会（14：00）屋入

18｜日
19｜月 ■楽らく体操（14：00）中勝

■楽らく体操（14：00）芦徳

20｜火
■どぅくさ会（14：00）安木屋場 ■どぅくさ会（14：00）玉里
■どぅくさ会（14：00）上戸口　■どぅくさ会（14：00）手広
■子育てサロン（9：30）龍瀬保育所「ひだまり」

21｜水
■どぅくさ会（14：00）円
■どぅくさ会（14：00）大勝
■どぅくさ会（14：00）赤尾木

22｜木
■楽らく体操（9：30）龍郷　■楽らく体操（14：00）秋名・幾里
■１歳6か月児・3歳 6か月児健診（12：30）どぅくさぁや館
■どぅくさ会（14：00）中勝

23｜金 ■楽らく体操（19：30）川内
■でぃでぃクラブ（13：30）りゅうがく館
■子育てサロン（9：30）龍瀬保育所「ひだまり」

24｜土 ■どぅくさ会（20：00）芦徳

25｜日

26｜月
文化財防火デー
■楽らく体操（14：00）中勝
■楽らく体操（14：00）芦徳

27｜火
定例駐在委員会
■どぅくさ会（14：00）嘉渡
■子育てサロン（9：30）龍瀬保育所「ひだまり」

28｜水 ■ 5歳児健診・2歳 6か月児歯科健診（12：30）どぅくさぁや館

29｜木
■楽らく体操（9：30）龍郷
■楽らく体操（14：00）秋名・幾里
■子育てサロン（9：30）龍瀬保育所「ひだまり」

30｜金 ■楽らく体操（19：30）川内
■でぃでぃクラブ（13：30）りゅうがく館

31｜土

 旧暦 12月1日

11：00～12：00／13：00～15：30法

お
い
し
い

ひ
と
し
な

龍郷町HPこしゃまん(コーシャマン)は赤と白があり、 古くから奄美
大島で栽培されているヤマノイモ科の芋。 縁起物として

ひとくち

コメント

こしゃまん
かるかん

正月料理やお祝いの際に使われ、 煮たり、すりおろしたりして食べます。 体
内の塩分濃度を調整するカリウムや、 整腸作用をもつ食物繊維が豊富です。




